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ICT 活用による英語ライティング指導の展開、 
学びのプロセスをアセスメント・可視化する e ポートフォリオへの展開 
 
渡邉正樹（関西大学教育開発支援センター） 
山本敏幸（関西大学教育推進部） 
 
要旨 
 本学の入学前教育でも、国語教育（ライティング）で添削に実践利用した Turnitin®の最先端
ライティング支援ツール (Revision Assistant)の英語ライティング教育全般についての教育展開
について述べる。Revision Assistant は特定の課題について学生が書いた英文について、あらか
じめルーブリック形式で設定した基準を参照して達成度合いを自動判定し、見直しのためのアド
バイスを提供するツールである。このシステムは新たなアイデアや表現を提供することはなく、
あくまで書き手である学習者に不足している学習項目を指摘し、改善ポイントの示唆・補助を行
うものである。学習者はツールを活用することで、自分の文章表現の未習得項目を知り、自ら改
善する学習の機会を得ることができる。さらに、Turnitin 社が 2016 年から 17 年にかけて実施し
た調査結果をもとに、ツールを使用してどのような改善が見られたかの分析報告も紹介し、本ツ
ールの有効性、e ポートフォリオへの適用可能性等について考察する。最後に学生がライティン
グを改善するプロセスを e ポートフォリオに反映し、個人の成長履歴をアセスメントし、可視化
する研究をも紹介する。 
 
キーワード 英文ライティング、Revision Assistant 、Turnitin®、ICT 活用、自動フィードバ
ック、e ポートフォリオ、アセスメント／ 
 
１．概要 
 本稿では、ライティング教育分野で ICT を活用
したWebサービスである、米国Turnitin LLC 提
供の Revision Assistant について解説する 1。さ
らに同サービスによって教育上どのようなインパ
クトがあったかのレポートを紹介し、AI活用によ
り将来の日本での英語ライティング指導分野でど
のような効果が期待できるのかを考察する。 
 文部科学省が進める高大接続改革では、大学入
試の英語試験について、民間の資格・検定試験を
活用し、「読む」「聞く」「話す」「書く」それぞれ
の技能について試験が行われる予定となっている。
これまでの「読む」「聞く」の能力中心の試験から、
「話す」「書く」という表現についての能力も問わ
れることとなり、教育機関において、英文ライテ
ィング教育の比重が増すことが予想される。 
 英文ライティング教育の手法は様々(柏木 
2016)だが、米国ではETS の e-rater®というコン
ピューターによる自動評価機能が、TOEFL iBT® 
and GRE®などの採点補助ツールとして活用さ
れ、Criterion®ライティング評価システムとして
サービス化もされている。 
 Revision Assistant は同様にコンピューターに
よりライティングの成果物を評価するツールであ
るが、エッセーの課題について、表現が求められ
ている水準に達しているか否かという観点から、
評価項目の達成度合いについて自動フィードバッ
クを行ってくれる。このチェックは学生が自身で
行うことができるため、提出前に自分の文章をチ
ェックし、スコアが不足している点について見直
しをする契機となる。 
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２．Revision Assistant概要 
 Revision Assistant は学生がライティングをす
る過程において、フィードバックを提供し、ライ
ティングにおける自己効力感（self-efficacy）を発
達させるように、開発されている。対象はおもに
米国の K-6 から K-12、すなわち日本の中学・高
校生に相当する学年である。 
 システムはインターネットを介して専用サイト
にログインして使用するクラウドサービスとなっ
ており、Blackboard や Canvas、Moodle といっ
たLMSとLTI(Learning Tools Interoperability)
で接続して使用することも可能である。 
 教師がクラスを作成、対象の学生アカウントを
登録し、課題を設定。学生も各自でシステムにロ
グインして課題に取り組む、完全にオンラインで
活動が完結できる構成となっている。 
 課題のタイプにはシグナルチェック（Signal 
Check）、スポットチェック(Spot Check)、拡張パ
ック(Expansion Pack)3 つのタイプがある。本稿
では特に自動フィードバック機能であるシグナル
チェックについて紹介する。 
 
３．シグナルチェック 
 Revision Assistant の機能中でも中心となるの
がシグナルチェックであろう。学生はPromptと
呼ばれるライティング課題について自分自身でラ
イティングを進める。Prompt は各学年別に用意
されており、課題に付属した資料（ソース）を読
んだ上で、自分の考えを書きなさい、というソー
ス付きのタイプと、「自分の行ったことで意外な結
果となったことについて書きなさい」のような、
ソースなしのものがある。 
 各Prompt には詳細に記述されたルーブリック
（Rubric）が設定されており、達成度合いと評価
についての判断基準があらかじめ設定されている
（図 1）。 
 
 
 
  
図 1 ルーブリック例 
Source: Turnitin LLC “User Guides/ Revision 
Assistant ” 
 
 ライティング開始に当たって学生は、プレライ
ティングツール画面（図 2）で、主張（Claim）、
事実（Support）、結論（Conclusion）についてあ
らかじめ考え、全体の構成を考えた上で取り組む
ようにすることができる。 
 
 
図 2 プレライティングツール例 
Source: Turnitin LLC “User Guides/ Revision 
Assistant ” 
 
 構成を考えた後、まずは最初のドラフトを作成
する。作成後、シグナルチェックのボタンをクリ
ックすると、Revision Assistant がドラフトの文
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章について自動判定を行う。判定項目は
Language(言葉の運用の適切さ、文章の明解さ)、
Support(事実や定義、他の文献からの引用を適切
に行い、アイデアを説明できているか)、Claim(主
題を明確に表現し、フォーカスできているか)、
Organization(導入部、結論部を持ち、接続詞を適
切に使って論旨を展開しているか)の 4 つについ
て、Wi-Fi の電波の受信強度を示すアイコンに似
たサイン（シグナル）で達成度合いを 4段階でフ
ィードバックする（図 3）。 
 
 
図 3 シグナル例 
Source: Turnitin LLC “User Guides/ Revision 
Assistant ” 
 
さらに、具体的な文章の箇所にマーキングととも
にアドバイス項目が表示される（図 4）。学生はそ
れを見て、自分のドラフトの弱い部分を知り、改
善のための書き直しを行うことができる。 
 
 
図 4 マーキングとアドバイス項目例 
Source: Turnitin LLC “User Guides/ Revision 
Assistant ” 
 
 シグナルチェックは何度でも行うことができる。
学生はアドバイスに従って推敲を行い、シグナル
による評価が高まった状態で最終稿を提出するこ
とができる。 
 シグナルチェックによるアドバイスは学生のラ
イティングを代行するものではなく、ライティン
グをルーブリック上の評価軸の方向に、より適合
する方向で良くするための提案を行うものである。
あくまで、書き手の能力を改善するためのツール
となっている。 
 このシグナルチェックによる自動フィードバッ
クを行うには、現状、判断の元とするため、一つ
のPromptにつき300-500のサンプルエッセーを
準備し、そのパターンを解析しておく必要がある。
そのPrompt の主題に沿った文章のみがシグナル
チェックの対象となり、主題からそれた内容の文
章はチェックの対象外となる。 
 
４．2016-17年の調査結果 
 Turnitin 社は 2016-17 年において、Revision 
Assistantを使用した 57,558 名、110,975 本のエ
ッセーについてのリサーチに基づき、効果測定を
行ったレポートを公開している。 
 それによると、 
 -調査対象期間中に行われたシグナルチェック
回数は約 872,000 回。78.9%のエッセーについて
1 回以上のチェックがされている。 
 -学生の１エッセー当たり平均7.9回のチェック
がされている。 
 -チェックを行ったエッセーについては、使用語
数が平均 227.1 語伸びており、チェック回数に比
例して多くなる傾向にある。 
 -チェック回数に伴い、スコアも改善する傾向が
あり、4 段階のルーブリックスコア上、平均して
0.71 ポイント上昇した。 
 
５. 考察 
 Revision Assistant、特に自動フィードバック
機能であるシグナルチェックを活用してライティ
ング指導を行う場合、課題の設定さえしておけば、
ドラフト作成、推敲、再提出を学生がシステムに
よるフィードバックを参考にして、見直しをする
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ので、教師にとっては手離れのよい仕組みとなっ
ている。教師のアカウントでドラフトの状況やそ
の都度のチェックスコアも確認できるので、クラ
ス内のスコアの伸び具合や、伸び悩んでいる学生
などもわかる。これらの機能を活用して、効果的
なライティング指導に結びつけることは可能であ
ろう。 
 チェック活用後、各自のテーマに沿ったライテ
ィングができるようになっているかどうかについ
ては、サービス開始からまだ2年という事もあり、
今後の経年での調査結果を待ちたいと思う。 
 本サービスは 2018 年現在のところ北米のみで
展開されており、日本を含めた他国での導入事例
はない。Prompt の作成と、モデルとなるルーブ
リックおよび判断の基準となるサンプルエッセー
の読込など、現在のところすべて北米での開発が
主となっている。同製品が海外展開される際は学
習者のレベルとの調整が必要になるかもしれない
が、自習者をサポートし、教師とのコミュニケー
ションのきっかけにもなるツールとして、近い将
来、国内の教室でも活用されることを期待したい。 
 
６．学習履歴のeポートフォリオへの展開 
 Revision Assistant には個々人の学習者のライ
ティングにおける学習履歴をモニターし、習得プ
ロセスを記録する機能がある。この機能を活用し、
習得プロセスの記録を様々な角度から考察し学習
分析結果を可視化することが可能となる。つまり、
Revision Assistant によるモニター記録をライテ
ィングカリキュラムで設定したマイルストーンで
学習分析結果を開示することで学習者自身に成長
の確認、モチベーションの持続を促すことが出来
る。 
  
 
図5. AI深層学習による学習進捗分析の可視化の一
例   source: holoviews.org 
 
 主体的なアクティブ・ラーニングを涵養するた
めには、e ポートフォリオの展開はライディン
グカリキュラムの達成目標到達時のみに到達し
ているか否かを評価するのみならず、学習プロ
セスにも目を向けて、学習者の内面的なケアや
成長の不安を下げることが求められる。 
 また、さらなる課題は、ライティングプログラ
ムのグローバルチームによる PBL 型のアクテ
ィブ・ラーニングの展開、さらに、チーム全体
及びチームメンバー個々人の学習進捗・学習分
析に対応する e ポートフォリオの研究・開発で
ある。 
 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
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